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「地域活性化事業交付金」について

□地域活性化事業交付金とは、より多くの市民の参加と協働による地域の活性化を目指し、本市のまちづく

りを進めてきた２２の地区で展開される市民による自主的な事業に対して交付される交付金です。

□対象事業

・地域の防災･防犯に関する事業 ・地域の保健･健康づくりの増進に関する事業

・地域福祉の増進に関する事業  ・産業や観光の振興に関する事業

・環境の保護･保全に関する事業             ・青少年の健全育成に関する事業

・地域の文化･伝統の振興に関する事業         ・生涯学習に関する事業

・地域及び地域活動の情報発信及び広報に関する事業 ・区が推進する重点事業

・その他地域のコミュニティづくりを目的とし、区長が特に認める事業

□優先的な交付対象事業

・自治会への加入促進 ・地域における公共的な活動の担い手育成

・公共的な活動への参加者増加 ・地域の公共的な活動団体間の連携強化

・まちづくり会議が提示した地域課題の解決

□交付対象とならない事業

・政治活動、宗教活動又は営利活動を目的とする事業

・交付申請を行う年度において、相模原市が実施する他の補助制度等の対象となる事業

・政策提案又は講座等の開催を主たる目的とする事業

・調査、研究を主たる目的とする事業。ただし、地域の活性化に資する事業に繋がる計画があるものを

除く。

・第三者への事業促進を求める事業

・前各号に掲げるもののほか、区長が適当でないと認める事業

□交付金の申請者は、原則として交付金の趣旨に合致する事業を行う５人以上の構成員で組織される団体。

申請にあたり、事前に事業を実施する地区のまちづくりセンターの相談が必要。

□当該年度の事業実施期間は、４月１日から翌年３月末までとする。また、同一の事業に継続して交付する

場合は、３年を限度とする。

□交付金の対象経費（交付率は１０分の１０以内）

・事業に要する消耗品費、郵便代等の通信費、印刷製本費等

・事業を行う上で必要な食糧費（交付対象者の構成員に対するものを除く。）、

備品購入費、施設使用料、備品借上料等

・事業を行う上で必要な施設等の光熱水費等

・事業を行う上で必要な委託費等

・イベント等の開催時に掛ける保険料、警備費等

・講演会等の講師に対する報償費

・研修会の旅費等、研修に要する経費（交付対象者の構成員個人の資質向上に対するものを除く。）

・その他事業遂行に必要な経費であって区長が必要と認めるもの

※備品（物品等で１件１万円以上の財産）にかかる経費の交付率は、対象経費の３分の２以内。
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小山地区「小山地区ハロフェス
（あいさつ運動）プロジェクト」

１ 背景と目的

2

小山中ハロフェス盛り上げ隊

昨今では近所付き合いや人間関係の希薄化、コロナ禍も相まって地域のおまつりやイベ
ント等も中止や縮小傾向にあり、地域の人々の関わりの場が少なくなっている。これは、
安全・安心や防災の分野でも負の要因となっており、人と人とのつながりの大切さをあら
ためて共通認識する必要がある。

こうした課題を解決するため、小山中学校において実施してるハロフェス（あいさつ運
動）を校内外に広げ、地域の方も巻き込んで実施することより、世代間交流を促すことや
住民同士の絆を深めるなど、地域活動の礎となるソフト面の充実を図るとともに、ハロ
フェスをさらに活気づける啓発物品（のぼり旗等）を製作し、ハロフェスをアピールし、
参加者の増員をめざすことを目的とする。

２ 内容

３ 成果と今後の展望

３年前から始めたハロフェスを継続していくこ
とで、徐々に学校内にあいさつ運動が浸透し、生
徒が積極的に興味を示し参加するようになった。

また、新たな啓発物品等を活用してハロフェス
自体をバージョンアップさせることで、笑顔であ
いさつをする生徒も増え、学校内が活気付いたと
ともに、実際に地域の方からも生徒がしっかりあ
いさつを返すようになったとの報告をいただいた。

今後は、ハロフェスの開催頻度をあげ、地域の
人と一緒に取り組める活動にするため、まずは、
小山地区自治会連合会が開催する爽涼会や、小山
公民館主催の地区運動会においてハロフェスをア
ピールし、地域全体に活動を広めていきたい。

ハロフェス

実施日 実施場所 参加人数 内 容

随時 小山中学校 約１５人
小山中学校生徒との打ち合わせ
（のぼり旗、デザイン、啓発方法等）

３月 小山中学校 計３０人 ハロフェス（計２回開催）

３月 小山小学校 ９人 ハロフェス

３月 向陽小学校 １０人 ハロフェス

（参考）実施経過

総事業費：１００,３０７円 うち交付金額：１００,０００円

•ハロフェスを実施する際の啓発物品（のぼり旗、バルーンアーチ、おにゃまくん等）

 の作成。

１年目
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小山地区「不登校児童生徒のための
スポーツサポート(スポサポ)事業」

１ 背景と目的

4

ＮＰＯ法人 ジョガボーラ

市内全体においても不登校の児童生徒数は年々増えており、市内の中学生で占める割合
は全体の７％にのぼっている。また、各民間団体による無料の学習支援教室等は増えてき
ているが運動等の体を動かせる施設が少ないという課題がある。体を動かすことは、相手
や自分の心や体を大切に思い長きにわたり自身の健康を保つという点においても、非常に
大切である。

 その様な中で、この「スポーツのまち・小山」において、地区内にできた新たなスポー
ツ施設を拠点として、不登校児童生徒に対して、心も身体も安心して運動できるような居
場所を作ることで、心身の健康の促進と、社会への信頼につながる意欲を持たせるサポー
トをすることを目的とする。

２ 内容

３ 成果と今後の展望

運動やその中でのやりとりといった本活動を一
緒に行うことで、回数を重ねるごとに子どもたち
の笑顔や感情、言葉によるやりとりの数が増え、
安心して過ごす時間が互いに楽しめる時間への心
の変化や行動がみられた。また、本人たちからの
希望や意思を伝えるという積極性がでてきている
ことも感じられた。

準備の段階から、地域の方々と同じような取組
や活動を行っている団体等との情報交換や交流が
市の公共施設で実施できたことにより、市民同士
のつながりによる連帯感が生まれた。

今後は、より様々な子どもたちに参加してもら
うために、周知方法や活動方法を検討するととも
に、地域の方々や対象となる子どもたちとの関係
を深めながら、学校やその他の施設とも連携を取
り、問題解決の糸口を見出しながら、子どもたち
の成長できる居場所づくり活動を行っていきたい。

スポ―ツサポート事業

実施日 実施場所 参加人数 内 容

１２月～３月

相模原
スポーツ・

レクリエーション
パーク

各５～９人
（延べ参加者
数約１００

人）

不登校児等を対象にしたスポーツサポート
（全１３回）

（参考）実施経過

総事業費：２８３,１６０円 うち交付金額：２８３,０００円

１年目

•相模原スポーツ・レクリエーションパークにおいて、サッカーやボール遊びを通した

 グループ活動を実施する。

•同じ境遇の同年代の児童生徒や、大学生等のボランティアとの交流を行う。
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小山地区「小山地域の人と人とを
つなげるプロジェクト」

１ 背景と目的

6

小山の地域をつなげる会

新型コロナウイルス感染症が落ち着き、地域の行事や活動が再開され賑わいが回復して
きたが、地域の人と人の関わりや交流はまだ従前の状態とは遠い状態である。特に子ども
たちを対象とした活動場所や事業の少ないことが子どもたちの体験不足に繋がる恐れが心
配される。

こうした課題を解決するため、小山地区内の団体と連携を図りながら、地域内に住む
様々な世代が交流する機会を設け、地域の活性化を取り戻すきっかけや、「遊び」、「学
び」、「語らい・ふれあい」を中心とした子どもから高齢者までの多世代交流の事業を実
施し、地域住民同士のつながりを深め、より安全安心で住みよいまちづくりの一助とする
ことを目的とする。

２ 内容

３ 成果と今後の展望

小山地区青少年健全育成協議会との連携の拡大
を図るとともに地域で様々な活動をしている講師
を招請して、子どもから高齢者までが集う幅広い
交流事業を実施した。また、大学生の企画事業や
小学生の学習支援、外国籍の方との交流も行った。

来年度も引き続き、小山地区内の団体と協力・
連携を図り、地域住民同士のつながりをさらに深
められる事業を実施したい。また、高齢者のみな
らず、より多くの子どもや大人にも参加してもら
えるように周知チラシの配布方法等について再検
討したい。

歌って踊ってもりあげよう

実施日 実施場所 参加人数 内 容

4月～３月 公民館 計120人 歌のつどい（計８回開催）

6月～３月 公民館 計197人
歌って踊ってもりあげよう(計１０回開催/公民館ま
つり発表)

７月27日 公民館 25人 外国籍の方の日本の遊び体験

7月～8月 公民館 計21人 夏休み小学生学習支援（計２回実施）

８月24日 公民館 計33人 けん玉と駄菓子屋さん

9月28日 公民館 10人（定員） 廃油石鹸づくり

12月21日 公民館 91人 クリスマスコンサート（子ども約１５名）

11月～12月 公民館 52人 大学生開催事業支援（計２回開催）

５月～2月 公民館 63人
絵手紙教室（計４回開催/公民館まつり体験子ども
１５名）

8月、12月 公民館 68人 みんなのお話し会（計２回開催）

（参考）実施経過

総事業費：２２６,８９３円 うち交付金額：２２６,０００円

•多世代交流事業、コミュニティスクール（絵手紙教室、歌の集い、昔遊び体験など）

•大学生との連携や学習支援等

３年目
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清新地区「みなはしわんわんパトロール」

１ 背景と目的

8

チームみなはし

南橋本地域周辺では、物流倉庫、マンション、アパートの建設などにより、JR南橋本駅
の乗降客、居住人口の増加が見込まれている。一方で、住民の高齢化も進んでおり、地域
内での安全・安心を確保するため、高齢者や子どもの見守り、交通安全・防犯に関する取
組を強化する必要性を感じていた。

交通事故ポテンシャルの早期把握、不審者の早期発見、居宅やお住まいの方の「ふだん
との違い」などの「気付き」を、事件・事故防止のアクションに結び付けたいが、その為
には、「常日頃の行動」をベースにした「気付き」が重要であり、犬を連れての巡回が、
その効果を発揮すると考えられる。連絡（報告）内容により、警察、包括、自治会、市所
管課等と連携して対応し、安全・安心なまちづくりに寄与することを目的とする。

２ 内容

３ 成果と今後の展望

地域内での安全・安心を確保するため、高齢者
や子どもの見守り、交通安全・防犯に関する取組
を強化する必要性を感じていた。当該事業を実施
することにより、地域内の安全・安心に係る意識
の向上が図られた。

隊員の募集は継続していきたい。また、隊員
（犬）数２０名を目指して活動を行い、目標が達
成された時期には警察署など関係部署との情報交
換会を企画したい。

登録された隊員（犬）一例
～南橋本自治会HPより～

実施日 参加人数 内 容

５月１５日 ２０人 清新地区まちづくり会議にて事業の提案を実施

６月１日 ７頭
自治会だより、掲示板への掲示にてパトロール隊員の募集を
開始した。（令和７年３月までの応募実績は７頭）

３月１日
地域内でのボヤ騒ぎ発生の報告と共に、わんわんパトロール
の拡大をアピール。

（参考）実施経過

総事業費：３６，３８２円 うち交付金額：３４，０００円

①南橋本地域内のペット（犬）保有者に、パトロール隊の結成・加入を呼びかける。

②パトロールの趣旨を理解してもらい「気付き」があった場合の連絡ルートを明示する。

③事業の趣旨を広める為に、犬の「リード」に事業名の表示する。

④隊員（犬）の顔写真と名前を自治会ホームページに掲載し、士気高揚を図る。

⑤適切な頻度で報告会を開催し、隊員（飼い主）間の親睦を深めると共に、「気付き」の

共有を図る

１年目
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清新地区「子育て世代応援事業プロジェクト」

１ 背景と目的

10

Kids Fine

核家族化が進む地域の中で、子育てに悩みを抱えている方が孤立しないための場所を提
供し、支援を行うための拠点を置き活動をスタートした。

具体的には、こどもセンターなどにも足を運べない孤立しがちな親子に、寄り添って相
談できる場所が少ないことから、医療機関や行政の子育て相談窓口の役割を補完し、より
暮らしやすく、住みやすい地域となるように、そして、清新地区における子育て世代の方
が孤立せず笑顔で過ごせるために、リラックスできる空間の中で、交流する場の提供を目
的とする。また、２年目の事業展開のため、自治会や地域団体とも更に連携を深め、協力
体制を構築する。

２ 内容

３ 成果と今後の展望

子育てに悩みを抱えている方が孤立しないため
の場づくりという、当初の目的が達成されつつあ
るとともに、相乗的に子育てに関連する企業との
連携なども行われるようになってきている。

また、地域の関連団体とも信頼関係が構築され、
事業も継続的に行われている。今後は障害者の社
会参加の分野にも応援活動を広げていきたい。

子育て交流会の様子 ～HPより～

実施日 参加人数 内 容

４月６、７日 ８５０人 相模原市民桜まつり参加（ワークショップ＆お店）

５月２５日 １５０人 げんきマルシェ（淵野辺公園）自由遊び場運営

８月１７日 １０人
出張KidsFine（B型移行支援和が家カフェ）
バスボム・手形足形・ハンドマッサーシﾞ
夏休み高校生ボランティア受け入れ（市民サポート）

１０月６日 ８０人
市民フェスタワークショップ・活動周知イベント
・ステージダンス♪しなこワールド他２曲

１２月１０日 １５人 親子クリスマス会（得意持ち寄りの会）

（参考）実施経過

総事業費：３０９，９２７円 うち交付金額：２９０，０００円

①子どもや子育て家庭等のニーズに応じた育児相談

子どもや子育て家庭が抱える様々な場面での悩み等に気軽に相談する場所並びに必要な

方に福祉サービスや行政につなげていける案内所の役割

②育児不安の軽減のための保護者同士の情報交換の場の確保

孤立することなく楽しんで子育てができるよう、保護者同士で気軽に集い育児の悩みや

不安を 共有・共感できる情報交換の場

③子どもの遊び場＆居場所の確保

乳幼児期の親子の遊び場の充実を図り、保育経験を活かしたおうち時間のあそびの提供

２年目
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清新地区「清新ごみ分別マナーアップ事業
～自分のまちから美しく～」

１ 背景と目的

12

清新地区まちづくり会議環境整備班

令和５年度における清新地区まちづくり会議において、「ごみの分別をあらためて周知
する必要がある」、「曜日に関係なくごみを出している」等の地域の環境整備に係る課題
が示された。その課題解決に資するため、「ごみと資源の日程・出し方」啓発シートの作
成を行い、清新地区の全世帯に配布した。

令和６年度は地区内における現状の「ごみ・資源集積場所」の利用状況を鑑み、環境向
上に資する啓発物を製作・配布し、さらなる環境整備の促進を図った。

２ 内容

３ 成果と今後の展望

まちづくり会議で議論した課題解決のために、
まちづくり会議委員が主体的に話し合って「ご
み・資源集積場所」をきれいに使うための啓発物
の作成が行われ、地域の環境づくりに資すること
になった。この話し合いの過程は地域内の現状の
“ごみ出し”にかかる課題を洗い出し、今後の更なる
対策等の話にも及び、生活環境に欠かせないテー
マであることをあらためて共通認識することがで
きた。

来年度も引き続き、清新地区内の環境整備つい
て話し合いを続けていきたい。

ごみネットに掲示された啓発物

実施日 参加人数 内 容

６月１９日 １４人 目的の共有と方向性の決定

７月１７日 １８人 清新地区内の環境整備について話し合い

９月１８日 １９人
啓発物作成について発議・了承され、役員会によるデザイン
等の精査開始

１１月２０日 １６人
「ごみ・資源集積場所をきれいに」をテーマにした啓発物の
デザインについて話し合い

２月１９日 １５人 成果物について、まちづくり会議にて報告

（参考）実施経過

総事業費：４００，８８０円 うち交付金額：４００，０００円

清新地区のごみ・資源集積場所に「ごみの集積場所をきれいに」を分かりやすく示した
啓発物（ポスター等）を配布し、地区住民のごみの出し方のマナー意識の向上を図るとと
もに、SDGsの普及啓発を行う。

２年目
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清新地区「清新ふれあいフェスタ」

１ 背景と目的

14

清新ふれあいフェスタ実行委員会

令和３年度のまちづくり会議において、「担い手不足や子どもたちの居場所づくり」が
地域課題として示され、その課題解決に資するため、令和４年度に「清新ふれあいフェス
タ」を初開催、令和５年度も開催された。

令和６年度も引き続き、世代を超えて誰でも参加でき、親と子供、高齢者と子どもたち、
みんなが交流し楽しめるイベントとして実施し、地域への定着化を図る。

２ 内容

３ 成果と今後の展望

令和６年１０月６日に、清新小学校にて清新ふ
れあいフェスタを実施した。当日は子どもから高
齢者まで幅広い世代の人々が７００人以上が来場
した。体育館ではeスポーツ体験とプラレール遊び
を実施し、校庭では移動動物園とパズル体験、バ
ルーンアートが催された。

本年度が３年目となり、地域活性化事業交付金
の交付期限となったが、清新地区自治会連合会が
中心となり、継続開催が予定されている。

プラレール体験の様子

実施日 参加人数 内 容

７月１７日 １８人
目的の共有と方向性の決定、具体的な内容の決定
スケジュール管理

９月１８日 １９人 清新ふれあいフェスタ当日の役割分担

１０月６日 ７００人 清新ふれあいフェスタ開催

１１月２０日 １６人 清新ふれあいフェスタの振り返り

（参考）実施経過

総事業費：４１５，９１５円 うち交付金額：４１５，０００円

開催日時：令和６年１０月６日（日）午前１０時から午後２時まで

①eスポーツとプラレール会場で遊びを体験できる場所を提供。

②ふれあい動物園を開設し、多世代が交流できる場所を提供。

③橋本台環境事業所によるゴミの分別ゲームを開催。

④事業の周知は地域情報紙、自治会掲示板及び回覧板の活用、並びに学校や幼稚園等への

チラシ配布により行った。

３年目

移動動物園の様子



15



中央地区「中央地区防災ガイド作成事業」

１ 背景と目的

16

中央地区まちづくり防災プロジェクト委員会

近年は地震、台風、大雨等の災害が頻発し、防災に対する関心は高まっている。中央地
区でも東日本大震災をきっかけに意識が高まり、地域の防災組織や一時避難場所・避難所
について知らない人が多いことから平成２５年度に中央地区防災ガイドを作成し、配布や
イベントでの活用等で啓発を行ってきた。

しかしながら、作成から１０年以上が経過したことで内容に齟齬が生じたり、時代に合
わなくなってきている。また、令和４年度のまちづくり懇談会では防災をテーマとし、令
和５年度には中央地区防災フェスタを実施するなど現在も地区として防災に対する意識は
高い。加えて「令和６年 能登半島地震」が発生したことにより、更にその機運が高まっ
ていることから、現在の防災ガイドを改訂し啓発活動を継続していくもの。

２ 内容

３ 成果と今後の展望

改訂版の作成であるが、SNS時代にあわせて二
次元コードを使用し、常に最新情報が取得できる
ようになった。災害への備えといった一般的な内
容の他に地域の避難場所等の身近な情報を掲載し
ているため、地域住民が災害に備えて対策したり、
実際に災害が起きた時の行動について考える一助
となり、住民の防災意識の向上にも貢献できた。

また、他地区から、とても良い内容なのでイベ
ントで配布させてほしい、今後防災ガイドや防災
マップ等を作る際の参考にさせてほしいとの依頼
もあった。

次年度以降は、地域の講座やイベント等で今回
作成した防災ガイドを活用して啓発活動を行う。

中央地区防災ガイド

実施日 実施場所 参加人数 内 容

７月 ４日 中央公民館 １７名 内容検討

７月～１２月 中央公民館 ３名 内容検討、原稿作成

１月９日 中央公民館 １８名 内容最終確認

１月３１日 防災ガイド完成

２月９日 中央公民館 中央地区防災フェスタでの配布

（参考）実施経過

総事業費：５９２，３３０円 うち交付金額：５９２，０００円

【掲載内容】

・災害に対する備え

・非常時の持ち出し品

・中央地区の防災施設、避難場所等を記載したマップ など

【発行部数】１５，０００部

２年目
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中央地区「中央地区防災フェスタ」

１ 背景と目的

18

中央地区防災フェスタ実行委員会

令和４年度の中央地区まちづくりを考える懇談会にて、中央地区は他地区と比べて災害
リスクが少ないため住民の防災意識が低いこと、自治会加入率の低さから災害時の「共
助」が十分に機能するか懸念があることが課題として示され、その課題解決のために令和
５年度に中央地区防災フェスタを開催した。

令和６年度については５年度から内容を変更し、引き続き誰でも参加できる防災につい
て楽しく学べる機会を設けることで、住民の防災意識の向上を図る。誰でも参加できる防
災について楽しく学べる場を設けることで、災害時の備えとなる平時からの住民の防災意
識の向上と災害時の共助の大切さを知り減災につなげること、自治会加入促進による地域
の防災の担い手の確保を目的とする。

２ 内容

３ 成果と今後の展望

２年目の事業となるが、今年は内容を一新して
実施し、約４００人が来場した。防災講演会や防
災紙芝居では災害時の具体的な話を聞くことによ
り地域住民の防災に関する知識を深めることがで
き、起震車やお年寄りの避難介助等のブースでは
実際に体験することで災害時のイメージがしやす
くなり、防災意識の向上につながった。

来年度以降については実施するかも含め検討し
ていく。 起震車体験の様子

実施日 実施場所 参加人数 内 容

７月４日 中央公民館 １７名 実施計画検討、策定

９月２６日 中央公民館 １９名 実施計画検討、策定

１１月２８日 中央公民館 １７名 実施計画検討、策定

１月９日 中央公民館 １８名 イベント実施前最終打ち合わせ

２月９日 中央公民館 ４７０名 中央地区防災フェスタ実施

（参考）実施経過

総事業費：３５０，２４１円 うち交付金額：３５０，０００円

開催日時：令和７年２月９日（日） 午前１０時～午後１時

開催場所：中央公民館

・起震車体験、お年寄りの避難介助等の体験ブース

・防災紙芝居の公演、防災講演会

・アルファ化米の実食 ほか

２年目
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中央地区「子育てマップ作成事業」

１ 背景と目的

20

子育てマップ作成委員会

中央地区は核家族で子育てをする世帯や転居してくる世帯が多く、保護者が不安なく子
育てが出来るよう、身近な場所の子育てに役立つ情報が必要である。

そのため、平成２５年度、２６年度（改訂版）に地域の子育てに役立つ情報を掲載した
子育てマップを作成し、公共施設での配架や保健師等による「こんにちは赤ちゃん事業」
等で配布を行ってきた。その後、１０年が経過し掲載内容の変化や、様々な情報のデジタ
ル化の動きもあり、改訂版の作成が必要となった。

子育て中の保護者が不安にならないよう、身近な地域の子育てに役立つ生活情報を掲載
した子育てマップを作成すると共に、地区社会福祉協議会と連携して三世代交流事業等で
活用することで、子育て家庭への支援を行うことを目的とする。

また、持ち運びし易い大きさで作成し、QRコードで常に最新情報が入手出来るように
改訂することで、安心して子育てが出来る情報を提供する。

２ 内容

３ 成果と今後の展望

マップを目にする子育て中の方の目線に立ち、
公園の砂場の有無をマークで表記したり、長く使
用できるように二次元コードを使用して病院や子
育てサロンの最新情報を取得できるようにしたこ
と等、細部まで目を配った結果、子育て中の方だ
けでなく、地区を問わず様々な関係者から好評の
声をいただいた。

次年度以降はマップの配布のほか、地区社会福
祉協議会と連携を図って地区内のあらゆる場所で
子育てサロンの立ち上げを進め、本マップを必要
とする方に配布し活用していきたい。

中央地区子育てマップ

実施日 実施場所 参加人数 内 容

６月１１日 中央公民館 １１人
子育てマップ作成委員会第１回会議
役割分担、掲載内容検討

６月１９日 中央公民館 １１人
子育てマップ作成委員会第２回会議
周知方法検討、役割分担

７月５日 地区内 １１人 全公園の写真撮影、砂場、水道設置の現地調査

１１月１６
～２３日

中央公民館 ４０人 中央地区っていいなぁフェア展示

（参考）実施経過

総事業費：３８０，３５４円 うち交付金額：３８０，０００円

・掲載内容：表面は子育てに関わる施設や相談先、医療機関の情報を掲載。

裏面は中央地区のマップに写真や案内付きの公園、避難所を掲載。

・発行部数：１０，０００部

・各種イベント等での配布・活用、市の子育て家庭訪問事業での活用

３年目
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星が丘地区
「やさしさいっぱい星が丘情報発信プロジェクト」

１ 背景と目的

22

星が丘地区情報サイト委員会

令和６年３月に地区自治会連合会と地区社会福祉協議会双方のホームページが使用でき
なくなったため、新しいホームページの作成が必要になった。

各団体と協力し、星が丘地区の幅広い情報を発信するホームページを作成することによ
り、地区内の住民が地域に詳しくなり、星が丘地区に愛着を持ってもらうことで、最終的
に自治会員や地域の担い手に繋がることを目的とする。

２ 内容

３ 成果と今後の展望

情報を得たい地域の人にとって、一つのホーム
ページを閲覧するだけで５団体及び自治会の情報
を知ることができるようになったため、今までよ
りも情報収集の利便性が上がった。

役員にとっても会議やイベントのスケジュール
がカレンダー形式で掲載されるため、日程が確認
しやすくなった。

また、イラストや写真、色合いを柔らかい素材
にすることで、親しみやすいホームページになっ
た。

ホームページの完成が予定よりも遅れたため、
充分に地域へ周知する時間がなかった。令和７年
度は地域情報紙に新しいホームページが出来たこ
とをお知らせし、積極的にホームページを活用し
ていきたい。

「星が丘地区情報サイト」ＨＰ

実施日 実施場所 参加人数 内 容

５月１日 星が丘公民館 ４人
スケジュールの確認
ホームページの打ち合わせ

６月２０日 星が丘公民館 ３人 ホームページ製作に関する契約の締結

８月～３月 星が丘公民館 延べ４１人 打ち合わせ

３月１５日 星が丘公民館 １４人 ホームページお披露目

（参考）実施経過

総事業費：５５１，１００円 うち交付金額：５５１，０００円

・星が丘地区自治会連合会、各自治会、地区社会福祉協議会、地区民生委員児童委員協議

会、地区交通安全母の会、地区青少年健全育成協議会の団体が共同で使うホームページ

を開設する。

・ホームページ内に電子回覧の登録・解除フォームの機能を付ける。

写真

１年目
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星が丘地区
「すずかけのき再生プロジェクト」

１ 背景と目的

24

すずかけのき再生プロジェクトチーム

令和５年度に実施された星が丘公民館の大規模改修工事に伴い、長年星が丘地区の住民
に親しまれていたシンボルツリーのスズカケノキが伐採された。伐採されたスズカケノキ
は大きな樹木で状態も非常に良かったため、シンボルツリーを地域の為に利活用すること
が望ましいと考えられる。

スズカケノキから知育や木育、世代間交流に繋がるような星が丘地区に還元できる物を
作ることで、星が丘地区の歴史を伝える一助としつつ、星が丘地区内の住民同士の交流や
学習にも寄与することを目的とする。

２ 内容

３ 成果と今後の展望

「昔遊びで多世代交流」では、星が丘小学校の
児童に公民館に植えられていたスズカケノキで羽
子板やけん玉が製作されたことを紹介し、木の香
りや触感等を感じてもらった。製作された玩具を
通じ、子どもから高齢者まで世代を超えて楽しめ
ることができた。初めてけん玉や羽子板で遊ぶ児
童もおり、教える側も教わる側もお互いに有意義
な時間となった。

高齢者の認知症予防として「すずかけオレンジ
カフェ」の参加者にKUMINOで遊んでもらった。
頭と手先を使うことで、認知症予防に貢献できた。

次年度は、昔遊びで使用する駒の製作及び
KUMINOを追加で製作し、遊ぶ機会を増やしてい
きたい。 ＫＵＭＩＮＯでクワガタを

組み立てている様子

実施日 実施場所 参加人数 内 容

１０月２３日 星が丘公民館 ６人 打ち合わせ

１月２２日 星が丘小学校 １４４人 昔遊びで多世代交流

２月１９日 星が丘公民館 ６人 打ち合わせ

２月２８日、
３月３日、
３月１９日

星が丘公民館 計６人 子どもとKUMINOで遊ぶ（放課後）

３月１4日
千代田７丁目
自治会館

４人 千代田いこいの広場でKUMINOで遊ぶ

３月２５日 星が丘公民館 ４７人 すずかけオレンジカフェでKUMINOで遊ぶ

（参考）実施経過

総事業費：４９４，８４０円 うち交付金額：４９４，０００円

【製作物】羽子板、けん玉、KUMINO（きぐみのつみき）

・羽子板とけん玉は星が丘小学校１年生との「昔遊びで多世代交流」の時間で、地域の人

が小学生に昔遊びを教える道具として使用する。

・KUMINO（きぐみのつみき）は高齢者にとっては認知症予防、子どもにとっては知育、

木育を目的に地域の事業（すずかけオレンジカフェ、いこいの広場等）で使用する。

１年目
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星が丘地区「自治会回覧板のＤＸ化」

１ 背景と目的

26

星が丘地区自治会DX化促進会

星が丘地区では自治会員の減少傾向による役員のなり手不足や、職務過多などが課題に
なっており、まちづくり会議でも持続可能な団体運営を課題の一つとして取り上げている。

自治会を脱退あるいは加入しない理由の一つとして、「月に数回も回覧板を回すのが億
劫」という意見も出ており、若い世代の自治会脱退防止や役員の負担軽減を目的に、電子
回覧を実施していく。

２ 内容

３ 成果と今後の展望

セキュリティ強化の対策を行ったうえで電子回覧
を再開し、毎月上旬に安定した電子回覧の配信をす
ることができた。

自治会員からは地域情報紙等の地域の情報を好き
な時に確認することができて便利になった、という
意見があった。

電子回覧登録フォームの作成が予定よりも遅れた
ため、令和６年度は満足に電子回覧を周知できな
かった。来年度は周知に力を入れ、登録者数を増や
していきたい。

実際に配信された電子回覧

実施日 実施場所 参加人数 内 容

５月１日 星が丘公民館 ４人 打ち合わせ

６月１０日 星が丘公民館 ２人 グッドビー株式会社と打ち合わせ・発注

７月１日～
１５日

２人 入力作業

７月２０日 ３人 システム動作の確認

８月１日 １ ３ ２ 人
テスト配信
以降、毎月上旬に配信

８月２８日 星が丘公民館 ５人 電子回覧登録フォームの打ち合わせ

９月１４日 星が丘公民館 １４人 自治会長会議で電子回覧の進捗状況を報告

１２月１７日 星が丘公民館 ４人 電子回覧登録・解除フォームの打ち合わせ

３月１５日
星が丘公民館 １４人 自治会長会議で電子回覧登録者一覧表を配布

電子回覧新規登録者の受付開始

（参考）実施経過

総事業費：４４９，８８０円 うち交付金額：４４９，０００円

・セキュリティ対策を強化した上で、新たに電子回覧のシステムを制作する。

・電子回覧を希望する自治会員にはメールアドレスを登録してもらい、自治会ごとに回覧

の内容を電子メールで配信する。電子回覧を希望しない人は、従来通りの方法で回覧物

を確認してもらう。

写真

２年目
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光が丘地区
「交通安全教室（スケアードストレート）」

１ 背景と目的

28

光が丘地区交通安全事故防止委員会

令和５年から自転車利用者のヘルメット着用が努力義務化されるなど、自転車を利用す
る人も自覚と責任を持って安全運転に努めなければならない。このような状況の中、地域
住民に対して、交通マナーの向上やルールの周知を目的とした啓発活動を行うことは大変
重要なものである。

事故を再現するスケアードストレートを通して、交通ルールの大切さを改めて認識いた
だき、地区住民の交通安全意識の向上を目的として交通安全教室を実施する。

２ 内容

３ 成果と今後の展望

「車と自転車」や「車と人」の事故の状況を実
際にスケアードストレートで再現することで、交
通ルールを守らないことがどれほど危険であるか
実感していただき、地域住民の交通安全意識向上
につながったものと考えている。

また、将来、通学等で自転車に乗る機会が増え
る緑が丘中学校生徒の参加もあり、若い世代にも
交通ルールの意識づけをすることができた。

今後も光が丘地区自治会連合会、光が丘交通安
全母の会など、地区内の関係団体との連携を行い
ながら、地区内の交通事故が減少するよう、交通
安全の啓発活動を継続して行っていきたいと考え
ている。

交通安全教室
（スケアードストレート）の様子

実施日 実施場所 参加人数 内 容

6月～12月 光が丘公民館 計３６人 事故防止委員会打ち合わせ（計４回）

7月、11月 緑が丘中学校 計６人 会場である緑が丘中学校との打ち合わせ

12月6日 緑が丘中学校 約３５０人 交通安全教室（スケアードストレート）の開催

（参考）実施経過

総事業費：３２５，４１０円 うち交付金額：３２５，０００円

•交通安全教室の開催

日時：令和６年１２月６日（金）

会場：緑が丘中学校（雨天時は体育館）

内容：スケアードストレート

対象者：光が丘地区住民、緑が丘中学校全生徒

１年目
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光が丘地区「光が丘防災フェス」

１ 背景と目的

30

光が丘防災フェス実行委員会

令和６年に入ってからも日本では大きな地震が続いており、光が丘地区においても常に
大規模災害が発生する危険性があることから、生活するうえで地域住民一人ひとりが「自
助」「共助」の意識を常に持つことが大切である。

地域住民が防災に興味を持てるような体験型の「防災フェスティバル」を開催すること
で、防災意識の向上、住民同士の連携・協力のきっかけづくり、地域防災の新たな担い手
の確保に繋げることを目的とする。

２ 内容

３ 成果と今後の展望

防災講演会には約２００人、体験型イベントの防災フェスには約６００人の来場者があ
り、楽しみながら防災の大切さを伝えることができた。防災フェスの会場には、子どもか
ら大人までが体験しながら防災を学ぶことができるコーナーを多く用意することができ、
住民ひとり一人の防災意識の高揚に繋げることができたと考えている。

災害はいつ発生するかわからないため、継続して地域住民による自助・共助の重要性を
認識してもらう必要がある。地域としてできる防災を考え、引き続き取り組んでいきたい。

11月16日 防災講演会

実施日 実施場所 参加人数 内 容

8月～11月 光が丘公民館 計50人 光が丘防災フェス実行委員会

11月 － － 自治会、幼稚園、保育園、小中学校へチラシを配布

11月16日 青葉小学校 約200人 光が丘防災フェス（防災講演会）

11月17日 青葉小学校 約600人 光が丘防災フェス（体験型イベント）

（参考）実施経過

総事業費：５５３，０４６円 うち交付金額：４６４，０００円

•光が丘防災フェスの開催

 令和６年１１月１６日（土）：防災講演会（市民防災ラボによる防災講演会）

 １１月１７日（日）：光が丘防災フェス（防災ポーチ制作、消火体験、煙体験、

 起震車体験、避難所体験コーナー、企業ブース、

 中央区ブース、食品販売コーナー、記念撮影コーナー）

 会場：青葉小学校 校庭および体育館

１年目

11月17日 体験型イベント



31



大野北地区
「宇宙・ヨガ＝アート&夏の星を観る会」

１ 背景と目的

32

宇宙・ヨガ＝アート&夏の星を観る会

淵野辺駅のある大野北地区はJAXA相模原キャンパスの玄関口であり、これまでも「銀
河」や「宇宙」をキーワードとして、まちづくりが進められてきた。子どもからお年寄り
まで交流できるヨガ・アートをミックスさせた宇宙・ヨガにて、星空のもと宇宙との繋が
りを感じながら想像を膨らませ心身の健康増進及び健康寿命の延伸や地域力の向上を図る
ことや星の観望をしながら「宇宙」についての講話を聞いて大野北地区の特色である宇宙
や銀河を身近に感じてもらい、地域愛の醸成を図る。併せて子どもたちにはJAXAや宇宙へ
の興味や関心を持ってもらうことで、将来の宇宙飛行士や宇宙プロジェクトへの参画を目
指す大きな夢や希望を膨らます機会とすることを目的として企画したもの。

２ 内容

３ 成果と今後の展望

星空のもと、星座を形とったヨガのアートを実
践することで、大野北地区の特色である宇宙や銀
河を身近に感じてもらえた。観望会では元ＪＡＸ
Ａの方からの講話を聞くことで、子どもたちに宇
宙への興味をもってもらえた。今後も、事業を継
続することで、宇宙に対して夢や希望を膨らます
機会としていきたい。

宇宙・ヨガの実践や星空観望の様子

実施日 実施場所 参加人数 内 容

８月３日
鹿沼公園
野球場芝生

約７０人
ヨガの基本（由来・考え方・所作等）を学ぶ。望遠鏡
を設置して星空の専門家による講話と星の観望。

（参考）実施経過

総事業費：２００，０００円 うち交付金額：２００，０００円

鹿沼公園野球場芝生にて、ヨガ講師による基本作法（由来・考え方・所作等）を学びな
がら宇宙・ヨガの実践。また、望遠鏡を設置して星空の専門家による講話と星の観望。

１年目
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大野北地区
「大野北子育て応援プロジェクト」

１ 背景と目的

34

相模原おやこ劇場でいらブロック

大野北地区では、子育て世代の転入が増加する一方、子育てで不安を抱える孤立した
ケースが見受けられることから、子育て世代の繋がりや居場所づくりへの支援の必要性を
強く感じたため「人形劇公演とふれあい交流」を開催し、多くの親子に安らぎを感じても
らいながら、子育ての悩み事などを通じて参加者同士の交流を促進し、地域の輪を広げる
ため企画したもの。

２ 内容

３ 成果と今後の展望

本事業を通じて、舞台に釘付けなっている子の姿
に喜びを分かち合う親子の様子や人形とのふれあい、
子育て情報の共有にて参加者同士の交流が生まれ
「参加して良かった」「新たな交流が広がった」な
ど多くの喜びの声をいただいた。また、自治会館等
で実施することで、地域への関心や自治会のＰＲ活
動も共有することが出来るため、子育て世代と地域
が繋がる起点が出来たと思う。引き続き、子育ての
居場所づくりに向けて、今後も地域に密着した形で
実施したい。

おしばい鑑賞や人形とのふれあいの様子

実施日 実施場所 参加人数 内 容

2月4日 嶽之内自治会館 ３９人

０～３歳児のための、はじめてのおしばい
劇団プークによる「あらどこだ」公演
併せて地域の子育て支援情報や自治会活動等の紹介及
び加入のご案内

2月5日 上矢部自治会館 ４１人

０～３歳児のための、はじめてのおしばい
劇団プークによる「あらどこだ」公演
併せて地域の子育て支援情報や自治会活動等の紹介及
び加入のご案内

2月17日 大野北公民館 １２９人

０～３歳児のための、はじめてのおしばい
劇団プークによる「あらどこだ」２部公演
併せて地域の子育て支援情報や自治会活動等の紹介及
び加入のご案内

（参考）実施経過

総事業費：４５０，０００円 うち交付金額：４５０，０００円

人形劇団プークによる０歳児から３歳児のための、はじめてのおしばい「あら、どこだ
！」の公演及び人形とのふれあい。

２年目
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田名地区「田名地区三菱重工相模原
ダイナボアーズ応援事業」

１ 背景と目的

36

田名地区ダイナボアーズサポーターズ

田名地区では、自治会加入率の低下によって、老人会や社会福祉協議会等の地域活動
団体の活動にも影響が生じてしまうことを懸念し、まちづくり会議においても「自治会
加入率の低下をまち全体の課題」として取り上げているところである。

そこで、田名地区内に拠点がある三菱重工相模原ダイナボアーズを田名地区が一体と
なって応援することで、地域コミュニティの強化と地域に対する誇り及び愛着の醸成に

つなげ、自治会加入の促進と退会防止に資することを目的とする。

２ 内容

３ 成果と今後の展望
三菱重工相模原ダイナボアーズとの「地域共創

パートナーシップ契約」を更新し、引き続き田名
地区自治会連合会の取組をＰＲすることができた。

自治会からの退会者や未加入者から加入メリッ
トを問われることも多い状況で、地域資源である
三菱重工相模原ダイナボアーズと連携事業が引き
続き行えたことは自治会取組のＰＲとなった。

地域住民の中でラグビーを通じた共通の話題が
生まれたり、顔見知りが増えりするなどコミュニ
ティの輪が広がっている。

今後は、当該事業をいかに継続し、発展させて
いくかが課題であり、担い手の確保も含めた検討
が必要である。 ダイナボアーズ応援ルームでの交流

（2024.12.8）の様子
（参考）実施経過

総事業費：１，４７６，３００円 うち交付金額：９５０，０００円

•啓発事業（自治会館や公共施設、協力店舗などにのぼり旗や横断幕を掲示。

 地区自治会連合会ＨＰ（たななび）や地域情報紙、ＳＮＳでの情報発信。）

•交流事業（田名北小学校児童（６年生）を主体とした応援活動を企画・立案し、田名公民

 館での「田名子どもまつり」へ出展。ホームゲーム観戦バスツアーの実施。

 地域活動交流として、選手やスタッフを地区自治会連合会や単位自治会等の

 行事に派遣してもらい、地域住民と交流を図る。）

実施日 実施場所 参加人数 内 容

10月
～3月

・打合せ
・田名北小学校児童による応援活動の企画・立案
・のぼり旗・横断幕の設置
（自治会館や公共施設、協力店舗など）

10月1日
地域共創パートナーシップ契約更新
（期間：令和６年１０月１日～令和７年９月３０日）

12月8日
ダイナボアーズ応援ルームの開設
（田名公民館「田名子どもまつり」に出展）

12月22日
相模原ギオン
スタジアム

６５名 ダイナボアーズ応援バスツアー第１弾

2月1日
相模原ギオン
スタジアム

４８名 ダイナボアーズ応援バスツアー第２弾

3月1日
秩父宮

ラグビー場
５７名 ダイナボアーズ応援バスツアー第３弾

２年目
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上溝地区
「上溝さくら公園イルミネーション事業」

１ 背景と目的

38

上咲実行委員会

さくら公園は、園内に３９種の桜が植栽され、秋から春にかけて様々な桜の開花を長く
楽しむことができる。その魅力を多くの地域住民知ってもらう機会として、これまで、春
には「さくらまつり」、秋には「秋祭り」を開催。冬季においても、地域住民のコミュニ
ケーションの機会となるような新たな魅力づくり事業を進める。

２ 内容

３ 成果と今後の展望

〇昨年度に引き続き、地域と若者（高校生）とが
事業に向けて連携できた。今年度は上溝南高等学
校に加え、新たに上溝高等学校も参加し、地域を
担う若い世代の育成に繋がった。

〇春には「さくらまつり」、秋には「秋祭り」、
冬には「上溝イルミネーション」を上溝さくら公
園で開催する流れも２年目となり、地域住民のコ
ミュニケーションの機会として徐々に地域に認知
され定着してきている。

〇上溝さくら公園内だけでなく、商店街の協力を
得て、上溝商店街あたりまでイルミネーション装
飾の範囲を拡大したい。 上溝さくら公園 イルミネーション

実施日 参加人数 内 容

１０月１０日 ８人 会議①（事業内容検討）

１０月２３日 ６人 会議②（事業内容検討）

１１月１１日 ６人 会議③（事業内容検討）

１２月１４日 約５００人
上溝イルミネーションオープニングとして、点灯式イベント
開催

～１月１１日 ―
点灯式から１月１１日（土）までの約１ヶ月の期間における
１７時～２０時まで毎日点灯

（参考）実施経過

総事業費：９９４，６５７円 うち交付金額：８２７，０００円

〇上溝南高等学校に加え、今年度より新たに上溝高等学校も参画。上溝高等学校の高校生
考案のチラシ・ポスターを作成。

〇１２月１４日開催の点灯式には、公園内に模擬店が多数出店し、地域関係団体と地元高
校生が協力し運営。そのほか、上溝高等学校吹奏楽部の演奏や上溝南高等学校ダンス部の
パフォーマンス披露もあり、地域の若い世代がイベントを盛り上げた。

〇イルミネーションは、１２月１４日から翌年１月１１日までの期間、毎日点灯実施。

写真

２年目
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上溝地区「高齢者の安全・安心な暮らしを
支える事業」

１ 背景と目的

40

高齢者の安全・安心な暮らしを支える事業実行委員会

少子高齢化、核家族化に伴い、身近に頼る人がいない高齢者が増加。そうした高齢者が
緊急事態や不自由な状態に陥るときもあり、地域では対応に苦慮している状況があった。
そんな中、上溝地区全体で高齢者を支える仕組みづくりとして「高齢者相談つなぎの家」
がスタート。活動する中で、近年の共生社会の流れもあり、緊急な事態や不自由な状態、
困った時に相談できる場所を必要としている人は、高齢だけではないとの意見があり、今
年度より上溝地区の全ての人が相談できるものとして事業の見直しを図った。

２ 内容

３ 成果と今後の展望

〇困りごとを相談できる対象者を、すべての地域住
民とすることになり、プレートの表題や団体名も見
直しを行った。（プレート表題：高齢者相談つなぎ
の家→困りごと相談つなぎの家／団体名：高齢者の
安全・安心を支える事業実行委員会→住民の安全・
安心な暮らしを支える事業実行委員会）

〇公民館まつりでの展示や専門家を招いた講座の開
催により、事業を周知することができた。

〇今回作成したプレートや活用ガイドを使い、さら
に事業を地域に広め、協力者を増やしていきたい。

困りごと相談つなぎの家 活用ガイド

実施日
参加人
数

内 容

７月４日 １３名
令和６年度 第１回実行委員会
（事業実施に関する意見交換、対象者の変更の決定）

９月６日 １３名
令和６年度 第２回実行委員会
（今後の事業実施のついての検討）

１１月６日 １２名
令和６年度 第３回実行委員会
（今後の事業実施に向けて意見交換など）

１２月１１日 １２名
令和６年度 第４回実行委員会
（今後の事業実施の説明や運営に関する意見交換など）

１月２９日 １１名
令和６年度 第５回実行委員会
（プレートシール、活用ガイドの案への意見交換など）

２月１５日・１６日 ― 事業周知のため、「公民館まつり」にてパネル展示

２月２７日 １０名
令和６年度 第６階実行委員会
（プレートシール、活用ガイドの最終確認と現在の進捗状況
と今後の予定の報告、３月１６日の講座参加協力の依頼）

３月１６日 ４０名
講座実施 講師：田園調布学園大学 村井祐一教授
≪テーマ≫『地域のみんなが安心して暮らせる地域づくりの
ために』～住民だからできる支え合いや見守り活動～

３月末 ― プレートシール、活用ガイド配布開始

（参考）実施経過

総事業費：４８４，０４８円 うち交付金額：４８４，０００円

〇自治会長や民生委員、老人会役員、地区社協役員の家、地域内店舗などに事業看板プレ
ートを掲示。掲示を見た相談者を、民生委員や地域包括支援センター等の適切な相談窓口
に繋げることで、地域住民の困りごとや悩みの解決を図る取組み。

３年目
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